

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































るように “ 現場の責任者 ” となったことから、
関連のシンポジウムともども愛知大学東亜同
文書院大学記念センター刊『愛知大学史研究』















































































































































（ 1 1 ）
否めず、ここでは大学名を伏せることにした
が、その大学では（私の最終年度にあたる）
2013年度より、受講の姿勢を重視した積極的
な単位評価方法を全学的に取り入れたところ
であって、その効果が現われていくことを
願っている。
（15）藤田氏はこの論文の最後で、愛知大での自
校史教育復活のための「若干の提案」として、
①自校史を主軸にできる教員スタッフの確保
や養成、②さらに教育も担当できる人材の確
保、③現場で実験しつつ愛大自校史を受講学
生をも巻き込んだ形で成長させる、④東亜同
文書院を軸とした愛大のグローバル化を検討
課題にする、の 4点を示している（35～ 37頁）。
（16）藤田佳久『日中に懸ける 東亜同文書院の群
像』（中日新聞社、2012年）のほか、越知專
まこと
『本
間イズムと愛知大学 実例編―その真髄を実話
から学ぶ―』（愛知大学東亜同文書院大学記
念センター、2009年）、加藤勝美『愛知大学
を創った男たち―本間喜一、小岩井淨とその
時代―』（愛知大学、2011年）、和木康光『知
を愛し人を育み 愛知大学物語』（中部経済新
聞社、2012年）が刊行されたのであり（越知
氏は客員研究員および卒業生、加藤・和木両
氏はプロライター）、写真集としては愛知大
学東亜同文書院大学記念センターが『愛知大
学東亜同文書院ブックレット別冊 愛知大学創
成期の群像』を2007年に刊行し、無料配布し
ている（定期的に刊行している同ブックレッ
ト本編では、東亜同文書院大の諸側面を紹
介）。
（17）愛知大学での「大学史」講義導入の一淵源
となった『愛知大学五十年史 通史編』（本文
および註 2 参照）は、特色の一つとして戦後
日本での大学の制度史も概観できる構成がな
された。のちの「大学史」講義にも、その構
成が引き継がれたともいえるかもしれない
が、受講生からの理解や支持が得られなかっ
たとしても、『五十年史』のその部分は、今
後の年史編纂や関連講義に生かされるべきで
あろう。
（18）それは註12でふれた、一部の年の教職課程
講義「日本史」のことであるが、「教員免許　　　　
取得のための最低限の通史・概説」を根本方
針にしても、半期で全時代を滞りなくこなす
ことは、これでまた無理があるのは明らかで
ある。同講義の本格的な改善案は別の機会に
述べてみたいが、教職には不可欠であろう「教
育史」の主軸として、「大学史」（「自校史」は
別であろうが）を展開することもできるので
はなかろうか（なお、現時点は各大学で担当
している講義では、「大学史」の要素は取り
入れていない）。

